
バ 　ラ　 ン　 ス 　シ　 ー　 ト
（平成１８年３月 ３１日現在）

（単位：千円）

〔資産の部〕 17,107 〔負債の部〕

１．有 形 固 定 資 産 １．固  定  負  債

1,013,261 ( 59 )

1,040,951 ( 61 ) 3,930,412 ( 230 )

452,482 ( 26 )

1,387,034 ( 81 )

2,653,454 ( 155 )

5,869,155 ( 343 ) 1,069,770 ( 63 )

338,657 ( 20 )

6,505,882 ( 380 )

668,061 ( 39 ) 固 定 負 債 合 計 5,000,182 ( 292 )

19,928,937 ( 1,165 )

（ うち土地 6,473,823 ） ( 378 )

２．流　動　負　債

有形固定資産合計 19,928,937 ( 1,170 )

510,009 ( 30 )

２．投　資　等

35,645 ( 2 )

128,432 ( 8 ) 流 動 負 債 合 計 510,009 ( 30 )

特定目的基金 535,754 ( 31 )

土地開発基金 548,566 ( 32 ) 負  債  合  計 5,510,191 ( 322 )

定額運用基金 323,511 ( 19 )

基　　金　　計 1,407,831 ( 82 )

181,892 ( 11 )

投 資　等　合　計 1,753,800 ( 103 )

３．流　動　資　産 〔正味資産の部〕

財 政 調 整 基 金 474,238 ( 28 ) １．国  庫  支  出  金 1,235,786 ( 72 )

減 債 基 金 71,187 ( 4 )

歳 計 現 金 452,232 ( 26 ) ２．県　支　出　金 1,045,891 ( 61 )

現 金 ・ 預 金 計 997,657 ( 58 )

３．一  般  財  源  等 15,017,549 ( 878 )

町 税 124,264 ( 7 )

そ の 他 4,759 ( 0 )

未   収   金   計  129,023 ( 8 )

流 動 資 産 合 計 1,126,680 ( 66 ) 正 味 資 産 合 計 17,299,226 ( 1,011 )

資　　産　　合　　計 22,809,417 ( 1,333 ) 負債・正味資産合計 22,809,417 ( 1,333 )

※債務負担行為に関する情報 ①利子補給等に係るもの 226,398 千円

　　※吹き出し中のコメントは、各用語をできるだけ平易に説明するため、一部会計的に厳密な表現とはいえない箇所があります。

　　※住民一人当たりの金額は平成18年3月31日時点の住民基本台帳人口17,107人を用いて算出しています。

(1) 翌年度償還予定額

負債・正味資産の部

(1) 総 務 費

土 木 費

(住民一人当たり) (住民一人当たり)

退 職 給 与 引 当 金

(1)(2)

(3)

民 生 費

衛 生 費

(4) 退職手当組合積立金

②

①

(2)

③

未 収 金

現 金 ・ 預 金

②

①

(1)

資産の部

消 防 費

教 育 費

そ の 他

町 債

(9)

(4)

計

(5)

(6)

(7)

農 林 水 産 業 費

商 工 費

(8)

(2)

③

(1)

(2)

(3)

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

基 金

①

②

バランスシートとは、民間企業における決算書作成の考え方に沿って地
方公共団体が住民サービスを提供するために保有している財産(資産)と、
その資産をどのような財源で調達したか(負債・正味資産)を総括的に対照
表示した一覧表です。ここで示したバランスシートは、平成18年3月31
日現在の状況を表しています。

『資産』とは、地方公共団体が住民サービスを提供する
ために使用すると見込まれるものをいいます。
『資産』は、有形固定資産、投資等、流動資産に分類さ
れます。

『有形固定資産』とは、長期間にわたって住民サー
ビスを提供するために使用されるものです。具体的
には、土地、建物、機械装置などが該当します。
ここに計上されている金額は、昭和44年4月1日か
ら平成18年3月31日までに取得したものの累計額
から減価償却の累計額を差し引いた後の金額となっ
ています。
『有形固定資産』は、行政目的別に区分されていま
す。これは、地方公共団体が提供する住民サービス
の種類が大変多いため、どういった分野の住民サー
ビスを提供するための資産を持っているのかがわか
るほうが、建物や備品といった形態別区分よりも有
用と考えられるためです。

＜減価償却＞とは
取得した建物や構築物等は
いつまでも新品ではなく、
時間の経過や使用すること
により資産価値が減りま
す。この価値が減った部分
を資産の価額から控除する
ことを減価償却といいま
す。
資産価値が減った部分を客
観的に算出することは難し
いので、総務省が示した耐
用年数(例：庁舎は50年)で
均等に資産価値が減ると仮
定して計算しています。
時間の経過や使用すること
によって資産価値が減らな
いと考えられる土地は減価
償却を実施しません。

『投資等』には、外郭団体へ
の出資金、住宅建設資金貸付
金、すぐに使う予定のない預
金等の資産を計上していま
す。
目的が決まっていて、将来資
金が必要となるときに使うた
めに保有する預金等を「基
金」として表示しています。

『流動資産』には、現金、
必要に応じてすぐに使える
預金、税金等の未収入金が
計上されます。
また、預金を「財政調整基
金」「減債基金」に区分し
て表示しています。
さらに、その年度の収入か
ら支出を差し引いた残りを
「歳計現金」として表示し
ています。
未収金は、その年度の収入
として確定したが、まだ収
入がないもので、「地方
税」と地方税以外の「その
他」に区分して表示してい
ます。

『負債』とは、住民サービスを提供するために保有する財産に対応
する財源のうち、将来世代が負担する部分をいいます。
『負債』は、固定負債、流動負債に分類します。

『固定負債』とは、バランスシート作成の基準日(平成18
年3月31日)の翌日から1年以降に支払や返済が行われる
予定のものをいいます。

『町債』とは、地方公共団体が負っている借金で、ここ
に計上されているものは、バランスシート作成の基準日
の翌日から1年以降に返済が行われる予定のものです。

『翌年度償還予定額』とは、町債のうち、バランスシー
ト作成の基準日の翌日から1年以内に返済しなければなら
ないものです。

『正味資産』とは、住民サービスを提供するために保有し
ている財産に対応する財源のうち、現在までの世代が負担
した部分をいい、資産から負債を差引いた残額です。

『退職給与引当金』とは、バランスシートの作成の基準
日に全職員が普通退職したと仮定した場合の退職手当支
払見込額です。
退職手当は、実際に退職したときに支払われますが、職
員の在籍時から発生していると考え、負債として計上し
ています。

『国庫支出金』とは、住民サービスを提供するための財産
を取得した財源のうち、国から補助を受けた部分です。

『県支出金』とは、住民サービスを提供するための財産
を取得した財源のうち、県から補助を受けた部分です。

『一般財源等』とは、住民サービスを提供するための財産
を取得した財源のうち、現在までの町民が支払った税金等
による部分です。

　住民または各種団体の借入に係る利息の一部を町が負担している金額です。

『流動負債』とは、バランスシート作成の基準日の翌日
から1年以内に支払や返済をしなければならないものをい
います。


